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タイムラインとは 国土交通省

●災害が激甚化し、これまでに経験したことのないような被害が発生

●首長も防災担当者も多くは初めての経験であり、災害への想像力を持つことが難しい。

●大規模災害への対応は、用意周到な備えと臨機応変の対応が必要。
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○水防法改正（H29.5公布、H29.6施行）により、県管理河川でも「減災対策協議会」の設置が制
度化。減災対策協議会ではタイムライン等を作成し、各構成員の防災計画に位置付けが必要。

改正水防法によるタイムラインの位置付け 国土交通省

避難指示等発令



小瀬川水防災タイムラインで目指すもの 国土交通省

• タイムラインは、災害が発生することを前提として災害対応に従事する関係者が、「いつ」、「誰
が」、「何をするか」を時間軸に沿って整理し、関係者間で予め合意して文書化したもの
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タイムラインの定義

【適切な防災行動】
・防災関係機関の責任の明確化

→先を見越した早めの行動が可能となる
→不測の事態の対応に専念できる

・防災行動の抜け、漏れ、落ちの防止
→防災行動のチェックリストとして活用

【防災関係機関との関係構築】
・防災関係機関同士で顔の見える関係を構築
【災害対応の検証・改善】
・災害対応のふりかえり、改善の容易な実施

逃げ遅れ【立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態】
をゼロとすることが可能

社会経済被害【大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開でき
る状態】を最小にすることが可能

小瀬川水防災タイムラインの担うべき役割 ●人的被害の回避
• 早期の避難指示等の発令、安全な避難場所への誘導、地
下空間からの早期脱出等、水害・土砂災害による人的被
害の回避が可能

●要配慮者の支援
• 関係機関が連携することにより、要配慮者の安全な場所へ
の移送や養護、発災後のケアーが可能

●情報伝達体制の強化
• マスコミ等と連携することにより、様々なメディアで避難情
報等を伝達することが可能

●ライフラインの早期復旧
• 電気、ガス、水道、通信等の施設を保全することにより、ラ
イフライン機能の早期復旧が可能

●交通網の途絶の回避
• 運行停止や通行止めの判断、利用者の避難誘導、車両施
設の保全等を行うことにより、人的被害、致命的な交通網
の途絶を回避することが可能

逃げ遅れゼロ・社会経済被害の最小化
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小瀬川における多機関連携型タイムライン 国土交通省

逃げ遅れゼロ
社会経済被害の最小化

＜小瀬川の特徴＞
・広島県・山口県の県境を南下する一級河川、
・干拓・埋め立てによって形成された工業地帯、 ・河口部は人口・資産が集中

国土交通省
大竹市、

岩国市、和木町

広島県、山口県

マスコミ

相互に連携して行動計画を作成

洪水と内水・高潮・土砂災害に対して脆弱な地域特性をもつ

多機関連携型タイムラインの策定

目指す目標・連携イメージ

公共交通機関
市民団体等

従来の「避難勧告に着目した
タイムライン」から裾野を広げ、
多方面で連携

各機関の災害対応の円滑化



令和4年9月台風14号
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国土交通省マルチハザード対応タイムライン

洪水

高潮

内水 土砂災害

小瀬川水防災タイムライン

マルチハザード
対応

• 小瀬川水防災タイムラインは、『マルチハザード対応』として検討。

• 洪水と内水、高潮ならびに土砂災害を対象に、現状の各機関の防災行動計画を作成。

• 令和元年11月からタイムライン策定に向けた議論が開始され、令和2年6月に「小瀬川水
防災タイムライン【令和2年度版】」が策定、以降、運用を継続。

出典：令和5年度第1回小瀬川減災対策協議会資料

出典：山口県HP

出典：平成28年度第2回小瀬川減災対策協議会資料



• 小瀬川水防災タイムラインにおいては、「レベル0」～「レベル5」までの6段階のステージを設
定。

• 各段階（ステージ）に移行するためのトリガーは、次のとおり設定。

レベル 避難情報の発令
トリガー

洪水・内水 土砂災害 高潮

レベル０
・梅雨期間並びに小瀬川の出水期期間（6月16日～10月15日）は、常に立ち上げ
・台風：3日後に台風が小瀬川流域に影響するおそれ
・早期注意情報（警報級の可能性）中または高

レベル１
・急激な河川水位上昇の通知
・水防団待機水位の超過

レベル２
・防災操作（洪水調節）の開始
・洪水予報（氾濫注意情報）

・大雨警報（土砂災害）

レベル３
○高齢者等避難 ・緊急放流（異常洪水時防災操作）

〇時間前情報
・洪水予報（氾濫警戒情報）

・土砂災害危険度情報（赤） ・高潮注意報
（警報に切替わる可能性高）

レベル４
○避難指示 ・緊急放流（異常洪水時防災操作）

3時間前情報
・洪水予報（氾濫危険情報）

・土砂災害危険度情報（紫）
・土砂災害警戒情報

・高潮警報

レベル５

○緊急安全確保 ・緊急放流（異常洪水時防災操作）
1時間前情報

・大雨特別警報（浸水害）
・洪水予報（氾濫発生情報）

・大雨特別警報（土砂災害）
・土砂災害危険度情報（黒）
・土砂災害の発生

・高潮特別警報
・高潮災害の発生
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タイムラインのレベルとトリガー 国土交通省
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小瀬川水防災タイムラインの見方 国土交通省

「いつ」

「誰が」

担当機関の行動項目は
●：行動の主体 〇：支援

行動項目は階層別に記載

担当機関を明示

「何を」

・各機関の行動項目のチェックリストとして活用し、各機関が連携している行動項目を共有する。

※各機関における行動項目の具体的な内容については、各機関の各種マニュアル等に基づき対応する。

■：主体となる機関

□：情報を確認する機関

●：主体となる機関（情報発信も含む）

○：支援・協働する機関（情報受信も含む）

◎：住民の防災行動に関わる場合に記載

①関係機関で連携が必要な行動項目 ②関係機関で周知・共有していくべき行動項目（先読み・参考情報）

黒字：共通
紫字：ダム
青字：洪水・内水
赤字：土砂
緑字：高潮

対応するハザードを色分けして明示

レベル毎の「目標」、「時間の目安」、
「情報・状況」を整理



・タイムラインが運用された場合は、実施した行動を記録。（様式は任意）
・出水期後、運用のふりかえり等で各機関の行動を共有するとともに、タイムラインの改善点等について議論。
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タイムラインの運用について 国土交通省

１．タイムラインの立ち上げ

2．タイムラインステージの移行

3．関係機関の防災行動の共有について

ＴＬの立ち上げについて、市町あるいは太田川河川事務所から、メーリングリストにて関係機関へ連絡
タイムラインの運用を開始

検討会構成員太田川河川事務所、大竹市、
岩国市、和木町

メーリングリスト タイムラインの防災
行動を実施

気象情報や河川水位が各ステージのトリガーになった場合、レベルの移行をメーリングリストにて関係機関へ連絡。
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令和5年度版 小瀬川水防災タイムラインの変更箇所 国土交通省

1.タイムライン運用の手引きについて

2.タイムラインについて

R4版 R5版 R4版 R5版

2 2
タイムラインレベル２のトリガーを「土砂災害危険度情報（黄）」から「大雨警報
（土砂災害）」に変更。

4 4
タイムラインレベル4（土砂災害）のトリガーを「土砂災害危険度情報（うす紫）」
「土砂災害危険度情報（紫）」に変更。

5 5
タイムラインレベル5（土砂災害）のトリガーを「土砂災害危険度情報（濃い紫）」
「土砂災害危険度情報（黒)」に変更。

全 全
役割の欄について、小瀬川ダム管理事務所を追加。（これまで、広島県・山口
県の中に含んでいたものを切り分け）

33 52 1 2 気象情報 大雨警報・洪水警報発表
気象台が県、市町、消防、警察、報道機関に大

雨警報（土砂災害または浸水害）・洪水警報を

発表する

レベル２のトリガーについて、「土砂災害危険度情報（黄）」を「大雨警報（土砂
災害）」に変更にともない、レベル２NO.52に移動。

34 53 1 2 ホットライン
ホットライン（大雨警報（土
砂災害または浸水害）・洪
水警報の発表）

気象台は大竹市、岩国市、和木町の防災担当

者に大雨警報（土砂災害または浸水害）・洪水

警報の発表等について解説する

レベル２のトリガーについて、「土砂災害危険度情報（黄）」を「大雨警報（土砂
災害）」に変更にともない、レベル２NO.53に移動。

46 64 1 2
各機関防災体
制情報

警戒体制等
大雨警報・洪水警報が発表された場合、山口

県は第二警戒体制、広島県は警戒体制とし、

県警察本部は災害警備本部等の設置を行う

・レベル２のトリガーについて、「土砂災害危険度情報（黄）」を「大雨警報（土砂
災害）」に変更にともない、レベル２NO.64に移動
・高潮警報は他のレベルに記載のあるため削除。

47 65 1 2
各機関防災体
制情報

警戒体制等
大雨警報・洪水警報が発表された場合、大竹

市は注意体制、岩国市は警戒体制、和木町は

第二警戒体制とする

レベル２のトリガーについて、「土砂災害危険度情報（黄）」を「大雨警報（土砂
災害）」に変更にともない、レベル２NO.65に移動。
・高潮警報は他のレベルに記載のあるため削除。

80 80 2 2 交通規制情報 道路通行止め
道路の通行止めを実施する場合、道路管理者

である県がホームページ等により周知する
防災行動項目「第３階層」道路見えるナビを「ホームページ」に修正。

82 82 2 2 交通規制情報 交通誘導

交通誘導の必要性がある場合、道路管理者は

交通誘導を行う

※住民からの通報などにより交通誘導が必要

と判断される場合、警察は交通誘導を行い道

路管理者へ伝達を行う

防災行動項目「第３階層」「警察へ協力を要請し」を削除。

No 防災機能
（第１階層）

行動目標
（第２階層）

行動項目
（第３階層）

変更点
TL　レベル

P21

・タイムラインレベル2（土砂災害）のトリガーを「土砂災害危険度情報（黄）」から「大雨警報（土砂災害）」に変更。
・タイムラインレベル4（土砂災害）のトリガーを「土砂災害危険度情報（うす紫）」「土砂災害危険度情報（紫）」に変更。
・タイムラインレベル5（土砂災害）のトリガーを「土砂災害危険度情報（濃い紫）」「土砂災害危険度情報（黒)」に変更。
・周知方法について「メーリングリストおよび電話により周知」から「メーリングリストを基本に周知」に変更。

修正箇所 修正内容

P17
・タイムラインレベル2（土砂災害）のトリガーを「土砂災害危険度情報（黄）」から「大雨警報（土砂災害）」に変更。
・タイムラインレベル4（土砂災害）のトリガーを「土砂災害危険度情報（うす紫）」「土砂災害危険度情報（紫）」に変更。
・タイムラインレベル5（土砂災害）のトリガーを「土砂災害危険度情報（濃い紫）」「土砂災害危険度情報（黒)」に変更。
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令和5年度版 小瀬川水防災タイムラインの変更箇所 国土交通省

2.タイムラインについて

R4版 R5版 R4版 R5版

110 110 3 3 交通規制情報 道路通行止め
道路の通行止めを実施する場合、道路管理者

である県がホームページ等により周知する
防災行動項目「第３階層」道路見えるナビを「ホームページ」に修正。

113 113 3 3 交通規制情報 交通誘導

交通誘導の必要性がある場合、道路管理者は

交通誘導を行う

※住民からの通報などにより交通誘導が必要

と判断される場合、警察は交通誘導を行い道

路管理者へ伝達を行う

防災行動項目「第３階層」「警察へ協力を要請し」を削除。

126 126 4 4 防災気象情報
広島県土砂災害危険度情
報(紫)

広島県が土砂災害危険度情報において
メッシュ情報により、大竹市に土砂災害の
危険度情報(紫)の提供を行う

・「土砂災害危険度情報（うす紫）」を「土砂災害危険度情報（紫）」に変更。

127 127 4 4 防災気象情報
山口県土砂災害危険度情
報(紫)

山口県が土砂災害危険度情報において
メッシュ情報により、岩国市、和木町に土砂
災害の危険度情報(紫)の提供を行う

・「土砂災害危険度情報（うす紫）」を「土砂災害危険度情報（紫）」に変更。

136 136 4 4 避難情報 【土砂】避難指示の発令

広島県土砂災害危険度情報において「紫」
のメッシュ情報が現れ土砂災害発生の恐
れがある場合や土砂災害警戒情報が発表
された場合、大竹市は対象地域に対して避
難指示を発令する

・「土砂災害危険度情報（うす紫）」を「土砂災害危険度情報（紫）」に変更。

137 137 4 4 避難情報 【土砂】避難指示の発令

山口県土砂災害危険度情報において「紫」
のメッシュ情報が現れ土砂災害発生の恐
れがある場合や土砂災害警戒情報が発表
された場合、岩国市、和木町は対象地域に
対して避難指示を発令する

・「土砂災害危険度情報（うす紫）」を「土砂災害危険度情報（紫）」に変更。

154 154 4 4 交通規制情報 道路通行止め

道路の通行止めを実施する場合、道路管理者

である広島国道事務所、山口河川国道事務所

は中国地方整備局、関係機関に対して道路の

通行止めを伝達し、県はホームページ等により

周知する

防災行動項目「第３階層」道路見えるナビを「ホームページ」に修正。

156 156 4 4 交通規制情報 交通誘導

交通誘導の必要性がある場合、道路管理者は

交通誘導を行う

※住民からの通報などにより交通誘導が必要

と判断される場合、警察は交通誘導を行い道

路管理者へ伝達を行う

防災行動項目「第３階層」「警察へ協力を要請し」を削除。

163 163 5 5 防災気象情報
広島県土砂災害危険度情
報(黒)

広島県が土砂災害危険度情報において
メッシュ情報により、大竹市に土砂災害の
危険度情報(黒)の提供を行う

・「土砂災害危険度情報（濃い紫）」を「土砂災害危険度情報（黒)」に変更。

164 164 5 5 防災気象情報
山口県土砂災害危険度情
報(黒)

山口県が土砂災害危険度情報において
メッシュ情報により、岩国市、和木町に土砂
災害の危険度情報(黒)の提供を行う

・「土砂災害危険度情報（濃い紫）」を「土砂災害危険度情報（黒)」に変更。

変更点
No TL　レベル 防災機能

（第１階層）
行動目標
（第２階層）

行動項目
（第３階層）
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タイムライン解説動画の作成 国土交通省

テーマ 主な活用場面 内容

①導入編

• 検討会後の各自の
学習時に、タイムラ
インの概要や目的
を確認する場面

• 新任担当者への引
継ぎの場面

1.タイムラインの概要・目的

2.タイムラインが想定する
被害

3.タイムラインの見方

②活用編

• 出水期前やタイムラ
インスレベル移行時
に、タイムラインの
具体の運用方法を
再確認する場面

• 新任担当者への引
継ぎの場面

1.タイムラインの運用方法

2.タイムラインの運用上の
留意点

3.タイムライン運用上の
活用例

• 担当者の異動時の引継ぎや、タイムラインに関する繰り返し学習が可能なツールとして、
『タイムライン解説動画』を作成

ここまでの説明の補足として、想定シナリオについて、導入編により説明（3分程度抜粋）
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